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令和６年度第１回大船渡市空家等対策協議会 議事録 

 

 

１ 開催日時及び会場 

⑴ 日 時  令和６年８月９日（金）午後１時 30分～３時 30分 

⑵ 会 場  大船渡市役所 議員控室 

２ 出 席 者 

⑴ 委 員 10名中、９名出席 

  ・金   哲 朗（岩手県土地家屋調査士会沿岸支部会員） 

   ・小 松 佳 子（一般社団法人岩手県建築士会気仙支部会員） 

  ・笹 野 樹 里（公募） 

・畠 山 博 史（岩手県司法書士会県南支部会員） 

   ・常 陸 晃 一（一般社団法人岩手県宅地建物取引業協会理事） 

   ・平 山 秀 子（大船渡市地区公民館連絡協議会大船渡地区公民館主事） 

・細 川 光 矢（大船渡市社会福祉協議会主事） 

  ・渡 邉 智 明（盛岡地方法務局大船渡出張所長） 

   ・渕 上   清（大船渡市長） 

 ⑵ 事務局（市職員）５名 

   都市整備部長 金野尚一、住宅管理課課長 三浦寛基、課長補佐 佐藤克敏 

係長 笹野沢朗、係長 佐藤わかな 

   

３ 会 議 経 過 

⑴ 開   会   

⑵ 委嘱状交付  渕上市長から交付、金哲朗委員が代表受領 

⑶ 挨   拶  渕上市長（会長） 

⑷ 報   告（渕上会長の進行、事務局より報告） 

   大船渡市空家等対策計画に係る令和５年度実績について 

 ⑸ 協   議（渕上会長の進行、事務局より説明） 

大船渡市空家等対策計画に係る令和６年度計画について 

⑹ そ の 他（渕上会長の進行、事務局より説明） 

 ① 法改正に伴う大船渡市空家等対策計画の修正について 

 ② 空き家台帳更新に伴う空き家の実態把握について 

⑹ 閉   会  午後３時 30分終了。 
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４ 質疑・意見の要旨 

⑴ 報 告 大船渡市空家等対策計画に係る令和５年度実績について 

発言者 発言要旨 

委員 

 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

専門家４団体と連携協定を締結したとある。あまり日数はたっていないが、効果や

動きはあったか。また、具体的にどのようなことをしたか。 

件数は把握していない。具体的な方向性はこれからだが、相談された方にスムーズ 

に紹介できる体制づくりができたと捉えている。 

取り組みはこれからであるので、体制が取られたからこそ様々な課題解決に繋が

ったことを意識して、関係団体に繋いでもらいたい。 

 調査方法について、空き家に関して地域の方々が詳しく分かるのではないか。地域

の協力をいただき、公民館をとおして実態把握を務めることが必要であると思うの

で、一つの意見として提案する。 

 地域公民館のほうから情報提供をいただき空き家を把握したケースがあり、地域

の協力は必要と考えている。お願いする場合は対象を絞った形でお願いしたいと考

えている。 

 ６月末頃、陸前高田市において火災によって焼失した家屋の所有者などが特定で

きず、略式代執行をする報道が新聞に掲載されていたが、当市ではそのような案件は

あるか。 

 当市においては協議会を開催し、特定空家について判断いただくが、現在該当する

空き家はない。 

 解体費用の一部補助について、判断基準と予算額以上の申請があった場合の対応

はどうなっているのか。 

 判断基準について、建物や周囲の状況、道路からの距離、隣地の状況などを点数化

し、100点以上の空き家が補助対象である。現地に行き判断基準に基づき危険度を判

定している。 

 国からの補助金を財源にして予算措置しているため、予算に達し次第受付終了と

なる。 
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⑵ 協 議 大船渡市空家等対策計画に係る令和６年度計画について 

発言者 発言要旨 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

会長 

委員 

 

事務局 

 

 昨年、大船渡地区公民館連絡協議会の会議終了後、空き家対策の勉強会として、特

定非営利活動法人高田暮舎の講演会が開催された。家の未来に困っている方一人一

人の悩みを解決することで空き家問題の解決に繋げたい、との内容であった。計画に

も記載があるとおり、お盆や年末年始の帰省時期に合わせ、家族で話し合えるような

記事を提供するなどの取り組みが大事だと思う。まずは知ってもらうことが重要な

対策になると思うので、頑張っていただきたい。 

 講演会をとおして、市民の方々や地区の方々の関心事になってきていると感じら

れるか。 

 関心は高いと思われる。自分も空き家の当事者となった場合、サポートを受けたい

と感じた。 

 事務局においては、様々な事例を研究し、情報収集に努めていただきたい。 

 今年３月に各専門家と連携協定を結んだが、専門家の相談派遣など具体的な計画

はあるか。 

 相談会の開催などは具体的に決まっていない。昨年の協議会で情報をいただいた

が、10 月の法の日に合わせて行われる相談会などでガイドブックの配布を行わせて

いただきたい。 
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⑶ その他 ② 空き家台帳更新に伴う空き家の実態把握について 

発言者 発言要旨 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 実態を分かっているのは地域の人たち、市役所であれば建物の情報を持っている

のは税務課である。お互いに協力、連携を取りながら取り組んでいくことが必要であ

る。また、通報案件に頼るだけではなく、積極的に現地に赴き確認することが必要で

あると思う。 

 漠然と地域に協力を願っても難しいと思うので、対象を絞った状態で情報提供を

いただきたい。昨年度までは通報や相談で寄せられる情報を新規空き家として計上

していたが、今後は空き家候補を選定し、それから１年かけて空き家に認定する取り

組みを始めていく。 

 住民の方一人一人から情報提供を受けるのは難しいと思うので、地域公民館単位

で情報を吸い上げ、提供してもらうほうが良い情報が集まりやすいのではないか。 

 また、空き家の数が 632件とあるが、実態はもっと多いのではないか。一軒一軒現

場を回って確認することは難しいと思うので、やはり地域公民館などを通して協力

をお願いする方法も一つの案として提案する。 

 地区、地域公民館と協議させていただき、協力を得られるのであれば情報を集めて

いきたいと思う。 

 空き家の数については、おっしゃる通り少ないのではないかと感じている。総務省

において、５年ごとに土地統計調査が発表されている。現在の大船渡市空家等対策計

画は 10 年計画で令和 11 年度までとなっており、次回の統計調査に合わせた時期に

全件把握ができれば、と考えている。 

 計画期間が 10年であるが、その後は更新ということか。また、今年度は半分にあ

たる５年目となっているが、全体の大きな数を把握しないと達成度が分かりづらい。

老朽危険度の各ランクの全体数、管理不全な空き家の数の増減など、計画の最終年で

はなく、中間で一度示し、達成度が見えるようにすればより分かりやすい。 

 土地統計調査は当市の計画にも掲載されている。推定値であるため実情とはかけ

離れているとは思うが、この数値を比較対象としたい。令和元年度に調査した空き家

がどう変化しているかすべて追うのは難しいが、老朽危険度の高い C,D 判定であっ

た空き家については、できる限り職員で実態把握を行っていきたい。 

 

 


